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　工
業
大
学
に
は
、
科
学
技
術
立
国
で

あ
る
日
本
の
産
業
を
支
え
る
使
命
が
あ

り
、
社
会
の
期
待
に
応
え
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
そ
の
期
待
の
一
つ
に
、
人

口
減
少
に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
交

通
弱
者
の
増
加
な
ど
へ
の
対
応
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
本
学
は
2
0
1
9
年

か
ら
学
長
直
轄
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
自
動
運
転
技
術
の
開
発
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
社
会
課
題
の
解
決

を
強
く
意
識
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　社
会
貢
献
活
動
は
大
学
に
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
需
要
の
多
い
研
究
に

よ
っ
て
社
会
か
ら
の
評
価
が
高
ま
れ

ば
、
研
究
者
の
活
力
を
生
み
、
研
究
が

よ
り
活
性
化
し
ま
す
。
本
学
の
よ
う
な

後
発
の
小
規
模
大
学
は
、
伝
統
あ
る
研

究
大
学
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
て
は
太

刀
打
ち
で
き
な
い
た
め
、
社
会
か
ら
注

目
さ
れ
る
研
究
の
推
進
に
よ
っ
て
大
学

の
認
知
度
を
高
め
る
狙
い
も
あ
り
ま
し

た
。
学
生
募
集
へ
の
波
及
も
期
待
し
て

の
こ
と
で
す
。

　本
学
の
自
動
運
転
の
研
究
は
、
企
業

と
は
異
な
り
車
そ
の
も
の
の
開
発
で
は

な
く
、
市
販
車
に
後
付
け
シ
ス
テ
ム
を

搭
載
し
自
動
運
転
化
す
る
も
の
。
法
定

速
度
で
の
公
道
走
行
も
特
徴
で
す
。
画

像
認
識
を
中
心
に
、
画
像
セ
ン
シ
ン
グ

技
術
や
機
械
学
習
な
ど
、
複
数
の
分
野

の
研
究
者
が
協
働
し
て
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　外
部
資
金
の
獲
得
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
最
初
に
使
用
し
た
乗
用
車

は
学
内
予
算
に
加
え
、
国
の
私
立
大
学

等
研
究
設
備
整
備
費
等
補
助
金
を
活
用

し
て
購
入
。
2
0
1
9
年
に
は
公
道
走

行
可
能
な
自
動
運
転
バ
ス
の
開
発
を
掲

げ
、「
埼
玉
県
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ

実
証
補
助
金
」に
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

国
交
省
や
観
光
庁
の
ほ
か
、
日
本
財
団

の
支
援
な
ど
、
自
動
運
転
関
連
の
研
究

に
、
５
年
間
で
約
２
億
円
の
外
部
資
金

を
得
て
い
ま
す
。乗
用
車
か
ら
始
ま
り
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
、
大
型
バ
ス
と
規
模
が

大
型
化
、
水
陸
両
用
バ
ス
の
走
行
に
も

成
功
し
ま
し
た
。

　研
究
が
進
ん
だ
背
景
と
し
て
、
地
元

深
谷
市
か
ら
一
般
道
で
の
実
証
実
験
の

協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
今
で
は
全
国
か
ら
協
力
依
頼
が
来

る
よ
う
に
な
り
、
2
0
2
2
年
11
月
に

は
、
中
部
国
際
空
港
島
お
よ
び
周
辺
地

域
で
行
わ
れ
た
自
動
運
転
社
会
実
装
モ

デ
ル
構
築
事
業
に
協
力
、
本
学
が
開
発

し
た
大
型
バ
ス
を
提
供
し
、
市
街
地

ル
ー
ト
で
走
ら
せ
ま
し
た
。

　自
動
運
転
の
実
証
実
験
で
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
や
知
見
は
工
学
部
情
報
シ
ス
テ

ム
学
科
の
教
育
に
生
か
し
ま
す
が
、
こ

の
研
究
が
学
生
に
与
え
る
影
響
は
そ
れ

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
学
は
入
学

難
易
度
が
高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
動

運
転
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
実
際
に
乗
車

し
た
り
、
研
究
成
果
の
報
道
を
目
に
し

た
り
し
、
学
生
は
自
学
が
最
先
端
研
究

を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　次
の
打
ち
手
と
し
て
、
現
在
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
に
取
り
組
む
べ
く
、
蓄
電

池
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。
2
0
2
3
年
に
は
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

（
仮
）
を
新
設
予
定
で
す
。
自
動
運
転

の
研
究
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
始
め
ま
し

た
が
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
で
す
。
学
内
で
メ
ン
バ
ー
を

公
募
し
た
と
こ
ろ
、
複
数
学
科
か
ら
８

人
の
教
員
が
手
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

　学
科
横
断
で
社
会
課
題
に
立
ち
向
か

う
研
究
を
推
進
し
、
本
学
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私立大初となる自動運転技術の研究組織「自動運転技術開発センター」を設立し、実
用化に向けた研究を推進する埼玉工業大学。その狙いと今後の展望について聞く。

うちやましゅんいち●1979年東京大学大学院工学
系研究科博士課程修了。1984年埼玉工業大学工
学部助教授、1993年同大学同学部教授。1998年
同大学大学院工学研究科教授。工学研究科長、副
学長を歴任し、2011年4月より現職。工学博士。
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特集  研究力を教育力へ

C A S E  S T U D Y

特 徴

研究評価

研究資金

研究開発

若手育成

キャンパス／埼玉県深谷市
学生数／2,469人　
学部／工、人間社会　
大学院／工学、人間社会    

研究者任せでなく、執行部が責任を
持って研究の方向性を決める

研究マネジメントの特徴とその工夫

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
た

自
動
運
転
技
術
の
開
発

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で

次
な
る
研
究
の
目
玉
を
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　埼玉工業大学が自動運転という研究の柱をつくった背景には、大学の知名
度を高める狙いもあった。2010年頃、同大学は定員割れの状況だった。それ
を改善すべく学科改組、専攻制導入などの改革を進め、定員割れは脱したが、
18歳人口の減少が進む中で「今、手を打たなければいずれ立ち行かなくなる」
という危機感があったという。
　そこで、自動運転技術を通して自学の研究力を社会に発信し、他大学との
差別化を図った。実際に公道を走る自動運転バスは多くのメディアに取り上げ
られ、大学への注目度が高まり、近年はAI専攻、IT専攻の志願者が増加。「自
動運転の研究がしたい」と入学する学生もめだつ。内山学長は「工業大学を
盛り上げるには、やはり研究が大事。テントのように真ん中に大きな柱が１本
立てば、全体も持ち上がるだろう」と期待する。一方で、機械工学や電気電子
といった従来の分野も社会ニーズは高いため、各専攻の学びの魅力を知った
うえで専攻を決める「一括入試」を2024年度から導入する予定だ。

自動運転の研究で知名度が高まり
学生募集に好影響

各教員の論文数や科研費の取得状況な
ど、学内の研究の情報は「先端科学研究
所」に集約。論文数が直接、給与に反映
されることはないが、昇格人事の審査の
参考にする。

科研費や民間団体の助成金の獲得を働
きかける。科研費を申請しない教員につ
いては、研究費の一部をカットし、大学が
推進するプロジェクトの研究費に回す。

学長承認の下、大学の柱となる研究を推
進。「自動運転技術開発センター」「ク
リーンエネルギー技術開発センター
（仮）」（2023年開設予定）に研究者が集
い、協働する。

プロジェクトに参画する研究者への活動
資金の拡充、大学院生の経済的サポー
トを強化。例：学費の値下げ（博士前期
課程：年間120万円→80万円、博士後
期課程：年間120万円→30万円）。

注目！

先端科学研究所
所長：副学長（研究担当）

自動運転
技術開発
センター

クリーンエネルギー
技術開発
センター（仮）

直轄

教員が学科横断で参画

論文や
科研費の報告

報告・提案決裁

教員採用
の工夫

新規に教員を採用する際は、その研究者の専
門がすでに学内で行われている研究とのコラ
ボレーションに適しているかどうかを重視する。

学長

各研究科

2023年
開設予定

（写真上）愛知県で行
われた自動運転の実
証実験に参加。埼玉
工業大学が開発した
大 型 バスは 市 街 地
ルートを定時運行。

（写真左）自動運転バ
スの運転席。
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という危機感があったという。
　そこで、自動運転技術を通して自学の研究力を社会に発信し、他大学との
差別化を図った。実際に公道を走る自動運転バスは多くのメディアに取り上げ
られ、大学への注目度が高まり、近年はAI専攻、IT専攻の志願者が増加。「自
動運転の研究がしたい」と入学する学生もめだつ。内山学長は「工業大学を
盛り上げるには、やはり研究が大事。テントのように真ん中に大きな柱が１本
立てば、全体も持ち上がるだろう」と期待する。一方で、機械工学や電気電子
といった従来の分野も社会ニーズは高いため、各専攻の学びの魅力を知った
うえで専攻を決める「一括入試」を2024年度から導入する予定だ。

自動運転の研究で知名度が高まり
学生募集に好影響

各教員の論文数や科研費の取得状況な
ど、学内の研究の情報は「先端科学研究
所」に集約。論文数が直接、給与に反映
されることはないが、昇格人事の審査の
参考にする。

科研費や民間団体の助成金の獲得を働
きかける。科研費を申請しない教員につ
いては、研究費の一部をカットし、大学が
推進するプロジェクトの研究費に回す。

学長承認の下、大学の柱となる研究を推
進。「自動運転技術開発センター」「ク
リーンエネルギー技術開発センター
（仮）」（2023年開設予定）に研究者が集
い、協働する。

プロジェクトに参画する研究者への活動
資金の拡充、大学院生の経済的サポー
トを強化。例：学費の値下げ（博士前期
課程：年間120万円→80万円、博士後
期課程：年間120万円→30万円）。

注目！

先端科学研究所
所長：副学長（研究担当）

自動運転
技術開発
センター

クリーンエネルギー
技術開発
センター（仮）

直轄

教員が学科横断で参画

論文や
科研費の報告

報告・提案決裁

教員採用
の工夫

新規に教員を採用する際は、その研究者の専
門がすでに学内で行われている研究とのコラ
ボレーションに適しているかどうかを重視する。

学長

各研究科

2023年
開設予定

（写真上）愛知県で行
われた自動運転の実
証実験に参加。埼玉
工業大学が開発した
大 型 バスは 市 街 地
ルートを定時運行。

（写真左）自動運転バ
スの運転席。
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